
２年次　（２単位）７０時間

令和5年度　政治・経済　指導と評価の年間計画の概要 岐阜県立土岐紅陵高等学校

月 単元名 使用教科書（実教出版　最新政治・経済 新訂版）および項目 時 評価方法

第１編
現代の政
治
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・基本的な経済のしくみを理解させるとともに、日本経済
の現状やその課題、国際経済の動向などを考察させる。
・資本主義や社会主義という経済体制の特質を理解さ
せ、その変容を概観させる。
・市場の働きや国民所得、景気変動など経済の基本事
項に対する理解を深化させる。

8

12

・バブルとその崩壊後の不況という現状に至る日本経済
の流れを追い、経済成長や景気変動、金融・財政政策と
いう理論的既習事項を現実の歴史の中で具体的に把握
させる。
・戦後の国際経済の流れを踏まえ、地域統合や経済摩
擦、南北問題など国際経済を取り巻く課題を理解させ
る。

・貿易の意義や国際収支、為替市場のしくみといった国
際経済の基本事項を理解させる。
・戦後の国際経済の流れを踏まえ、地域統合や経済摩
擦、南北問題など国際経済を取り巻く課題を理解させ
る。

　

・現代社会の諸課題を探究する活動を通して、望ましい
解決のあり方について考察を深めさせる。
・調べてまとめる力とプレゼンテーション能力の向上をめ
ざし、相互評価によって切磋琢磨させる。

７　地球環境と資源・エネルギー問題

主な学習活動と評価のポイント

・この５テーマから、自由に取り上げた課題について各自
追求する学習を行い、望ましい解決のあり方について考
察させる。　　　・深刻な日本の少子高齢化社会について
具体例をあげ考えさせる。

・この３テーマから、自由に取り上げた課題について、共
通した課題を取り上げた生徒同士で調べ学習を実施し、
レポートを作成しその成果を発表する。

・日本国憲法における平和主義の意義と冷戦終結後の
日本の安全保障政策のあり方を考えさせる。
・国際平和や人類の福祉に寄与する日本の役割につい
て考察させる。

・

＜テーマ学習＞
国内外のニュースから政治面のテーマを選び、各自調べて発表
する。

行動観察
作成物確認
相互評価

＜学年末考査＞

４　雇用と労働をめぐる問題
５　少子高齢社会と社会保障
６　地球環境問題

行動観察

プリント確認

行動観察
プリント確認

第３章　現代の日本経済と福祉の向上
１　戦後復興から高度経済成長へ
２　安定成長からバブル経済へ
３　転機に立つ日本経済　　　　　  ４　中小企業と農業
５　消費者問題　　　　　　　　　　　 ６　公害防止と環境保全
７　労働問題と労働者の権利　　　８　こんにちの労働問題
９　社会保障の役割

5８　人種・民族問題
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第１章　経済社会の変容
１　資本主義経済の成立と発展　　２　現代の資本主義経済
第２章　現代経済のしくみ
１　経済主体と市場の働き　　　　　２　企業の役割
３　国民所得　　　　　　　　　　　　　４　経済成長と国民の福祉
５　金融の役割　　　　　　　        　６　日本銀行の役割

8・9

・国際社会や国際法に関する基本的な理解を深め、国連
など国際機関の役割について考えさせる。
・戦後の国際政治の動向を概観し、現代の地域紛争や
軍縮問題、難民問題などを理解させる。

１　地域社会の変貌と住民生活
２　産業構造の変化と中小企業
３　農業と食料問題

第５章　日本の平和主義と国際平和
１　平和主義と自衛隊　　　　　　   ２　日米安全保障体制の変化
３　２１世紀の平和主義
４　日本の外交と国際社会での役割

第２編　現
代の経済

第４章　現代の国際経済
１　貿易と国際収支　　　　　２　外国為替市場のしくみ
３　第二次世界大戦後の国際経済
４　国際経済の動向（１）　　５　国際経済の動向（２）

テスト返却、テスト直し

第３編　現
代社会の
諸課題

行動観察
プリント確認
課題確認
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＜前期期末考査＞

＜後期中間考査＞

3

行動観察

プリント確認

1

第１章　現代国家と民主政治
１　民主政治の成立　　　　　  ２　民主政治の基本原理
３　民主政治のしくみと課題   ４　世界のおもな政治制度
第２章　日本国憲法と基本的人権
１　日本国憲法の成立　　　　 ２　日本国憲法の基本的原理
３　自由に生きる権利（１）　 　４　自由に生きる権利（２）
５　平等に生きる権利　　　　　６　社会権と参政権・請求権

目　　　標
【学習指導要領】

・国会、内閣、裁判所さらに地方自治など日本の統治機
関に関する理解を深め、その課題について考察させる。
・日本の政党政治や選挙制度の特質を把握させるととも
に、望ましい政治や参政のあり方について考察させる。
・『私たちが拓く日本の未来』を利用して、グループに分
かれてディベートを行う。

テスト返却
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12

11

テスト返却、テスト直し

4

到達目標に向けての具体
的な取り組み
【評価規準を念頭に置い
た指導の留意点】

・政治に関する基本事項や課題に関する関心を高め、民
主政治の本質を探究する姿勢を身につけさせる。
・人権保障、国民主権、法の支配など、民主主義の原理
やその発展について理解させる。
・日本国憲法の成立過程をふまえ、憲法の三大原理を把
握させる。また、基本的人権の保障の内容を学習し、憲
法の今日的意義を理解する。
・条文を一部暗記させる。

7

行動観察
プリント確認
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＜前期中間考査＞

行動観察
作成物確認
相互評価

広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代における政治、経済、国際関係などについて客観的に理解させるととも
に、それらに関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

・生徒が興味関心を持って、意欲的に授業に取り組むことができるよう、身近なテーマを題材に調べ、発表する学習を実施する。

・基本的な事項・事柄を精選して学ばせ、裁判員制度や選挙制度などの理解を通じて主権者意識を涵養する。

・生徒が世の中に関心を持ち授業内容をより身近に感じられるよう、新聞記事やテレビのニュース解説などを教材として活用する。

相互評価
行動観察

作成物確認

テスト返却、テスト直し
第３章　日本の政治制度と政治参加
１　政治機構と国会　　　　　　　　２　内閣と行政機能の拡大
３　公正な裁判の保障　　　　　　４　地方自治と住民福祉
５　政党政治　　　６　選挙制度(『私たちが拓く日本の未来』）
７　世論と民主政治
第４章　現代の国際政治
１　国際社会と国際法　　　　 　２　国際社会の変化
３　国際連合と国際協力　　　　４　第二次世界大戦後の国際政
治
５　冷戦終結後の国際政治　　６　軍拡競争から軍縮へ


